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会

　

12
月
９
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
１
件
を
審
査

し
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
１
件
の
陳
情
が

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
26
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
建
設
環

境
委
員
会
所
管
分
）

問　

西
多
摩
衛
生
組
合
負
担

金
1
億
３
３
６
４
万
円
の
減

額
理
由
は
。

答　

構
成
市
町
の
負
担
金
総

額
は
、
平
成
26
年
度
当
初
で

は
20
億
５
５
６
万
２
千
円
で

あ
っ
た
が
、
補
正
で
13
億
２

３
１
６
万
円
と
な
っ
た
。
当

初
不
確
定
で
あ
っ
た
国
庫
支

出
金
の
計
上
や
小
金
井
市
の

ご
み
処
理
に
か
か
わ
る
焼
却

処
理
委
託
受
託
金
な
ど
に
よ

る
も
の
。

問　

も
く
せ
い
会
館
が
建
て

替
え
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答　

防
衛
補
助
の
再
検
討
で

商
工
会
へ
の
間
接
補
助
は
問

題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、

市
で
会
館
を
新
築
し
、
全
体

管
理
す
る
こ
と
が
最
善
策
と

判
断
し
た
。

　

12
月
10
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
、
２
件
の
陳
情
が
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

１
件
の
所
管
事
務
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

◎
福
生
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

産
科
医
療
補
償
制
度
の

概
要
は
。

答　

通
常
の
妊
娠
、
分
娩
時

の
事
故
で
出
生
児
が
重
度
の

脳
性
麻
痺
と
な
っ
た
場
合
、

医
師
の
過
失
に
関
係
な
く
補

償
す
る
無
過
失
補
償
制
度
と
、

そ
の
原
因
分
析
や
再
発
防
止

を
目
的
と
し
て
平
成
12
年
に

創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

◎
平
成
26
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
市
民
厚

生
委
員
会
所
管
分
）

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
内
容
は
。
病
児
保
育
に

つ
い
て
要
件
や
利
用
方
法
、

病
後
児
保
育
と
の
連
携
は
。

ま
た
感
染
症
の
隔
離
室
は
。

答　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
は
、
福
生
市
直
営
で
の

対
応
を
考
え
、
自
立
相
談
支

援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金

支
給
の
２
つ
の
必
須
事
業
を

行
う
。
病
児
保
育
に
つ
い
て

は
、
利
用
定
員
を
４
人
と
定

め
、
開
所
日
、
開
所
時
間
、

利
用
要
件
や
病
後
児
保
育
と

の
連
携
な
ど
は
、
事
業
者
と

調
整
を
し
て
い
る
。
感
染
を

伴
う
児
童
に
は
、
隔
離
室
が

２
部
屋
あ
る
。

　

12
月
11
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
案
と
１

件
の
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

議
案
は
全
て
可
決
し
、
陳
情

は
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

◎
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

現
行
税
率
を
据
え
置
く

根
拠
は
。

答　

充
当
率
の
変
動
は
あ
る

が
長
期
に
渡
っ
て
で
き
る
だ

け
平
準
化
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
こ
と
か
ら
据
え
置
い
た
。

問　

充
当
率
が
１
０
０
％
を

超
え
た
場
合
は
ど
う
か
。

答　

超
え
な
い
よ
う
に
設
定

し
て
い
る
が
、
他
市
で
は
、

超
え
た
場
合
は
基
金
に
積
む

と
い
う
処
置
を
と
っ
て
い
る
。

◎
平
成
26
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

（
歳
入
予
算
全
般
及
び
歳
出

予
算
の
う
ち
総
務
文
教
委
員

会
所
管
分
）

問　

新
公
会
計
関
連
の
債
務

負
担
の
関
係
で
、
他
に
追
加

す
る
よ
う
な
項
目
が
出
た
ら

ど
う
す
る
の
か
。

答　

何
か
新
し
い
こ
と
が
必

要
に
な
れ
ば
、
補
正
予
算
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

問　

も
く
せ
い
会
館
建
設
事

業
費
を
ど
の
よ
う
に
執
行
す

る
の
か
。

答　

基
本
設
計
に
つ
い
て
は
平

成
26
年
11
月
21
日
か
ら
平
成

27
年
３
月
13
日
ま
で
の
工
期

で
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
。

◎
福
生
市
と
昭
島
市
と
の
境

界
変
更
に
つ
い
て

問　

地
目
変
更
を
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答　

建
築
確
認
上
、
地
目
に

よ
る
影
響
は
な
い
の
で
、
地

目
変
更
は
行
わ
な
い
。

◎
福
生
市
と
昭
島
市
と
の
境

界
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

問　

雨
水
管
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
。

答　

福
生
市
に
編
入
さ
れ
る

区
域
内
に
あ
る
雨
水
管
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、
福
生

市
が
維
持
管
理
を
す
る
こ
と

に
な
る
。
費
用
負
担
に
つ
い

て
は
、
編
入
さ
れ
る
部
分
以

外
の
昭
島
市
側
の
雨
水
管
及

び
残
堀
二
号
幹
線
の
雨
水
管

に
つ
い
て
は
、
昭
島
市
の
残

堀
二
号
幹
線
を
経
由
し
て
残

堀
川
に
排
水
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
昭
島
市
が
残
堀
幹

線
を
建
設
す
る
当
時
に
協
定

し
た
両
市
の
排
水
面
積
の
割

合
で
、
福
生
市
３
割
、
昭
島

市
７
割
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
。

◎
字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

問　

字
区
域
の
変
更
に
よ
る
、

新
地
番
の
付
け
方
は
。

答　

新
地
番
が
付
番
さ
れ
る

ま
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
で
議
決
い
た
だ
き
、

東
京
都
等
の
手
続
き
を
経
て
、

総
務
大
臣
の
決
定
が
告
示
さ

れ
た
後
、
市
に
お
い
て
も
、

当
該
字
区
域
の
変
更
の
告
示

を
行
う
。
新
地
番
等
の
付
番

の
設
定
権
限
が
法
務
局
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
福
生
市
及
び

昭
島
市
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
の

法
務
局
へ
、
管
轄
転
属
用
の

関
係
書
類
を
提
出
し
、
新
地

番
等
の
付
番
を
依
頼
す
る
。

そ
の
後
、
法
務
局
の
新
地
番

等
の
決
定
を
受
け
て
、
境
界

変
更
と
あ
わ
せ
て
平
成
27
年

12
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

11
月
26
日
の
委
員
会
で
、

市
長
か
ら
提
示
を
受
け
た

「
福
生
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
（
案
）」
に

対
す
る
議
会
と
し
て
の
要
望

事
項
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
計
画
（
案
）
は
、

平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」

に
基
づ
く
計
画
で
、
幼
児
期

の
学
校
教
育
・
保
育
や
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
を
計
画
的

に
推
進
し
、
こ
れ
か
ら
の
福

生
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
施

策
の
総
合
的
、
一
体
的
な
取

り
組
み
の
方
向
性
や
目
標
を

定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の

で
、「
子
育
て
す
る
な
ら
ふ

っ
さ
」
の
重
要
な
指
標
と
な

る
も
の
で
す
。

　

定
住
化
の
取
り
組
み
で
は
、

子
育
て
対
策
は
重
要
な
施
策

と
な
る
こ
と
か
ら
、
委
員
そ

れ
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
意
見
を
出
し
合
い
、
市

長
に
対
す
る
「
福
生
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
案
）
に
対
す
る
要
望
書
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
要
望
書
は
、
19
日
の

本
会
議
に
上
程
し
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
、
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

　
（
要
望
書
の
内
容
は
、
一

面
に
掲
載
し
ま
し
た
。）

 

12
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
3
件
の
議
題
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

1
．
東
京
都
と
基
地
周
辺
5

市
1
町
に
よ
る
総
合
要
請
に

つ
い
て

　
「
平
成
26
年
度
横
田
基
地

対
策
に
関
す
る
要
望
書
及
び

追
加
要
望
書
」
を
国
の
機
関

及
び
在
日
米
軍
等
の
機
関
へ

提
出
し
、
要
請
し
ま
し
た
。

要
望
事
項
は
、「
オ
ス
プ
レ

イ
に
つ
い
て
正
確
か
つ
速
や

か
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
」

や
「
航
空
機
に
関
す
る
状
況

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
」
な

ど
10
項
目
で
す
。

2
．
東
京
都
が
実
施
の
航
空

機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

横
田
飛
行
場
周
辺
、
東
西

南
北
４
地
点
の
固
定
調
査
及

び
滑
走
路
延
長
線
上
12
地
点

の
分
布
調
査
で
、
福
生
市
内

の
各
1
地
点
は
環
境
基
準
に

適
合
し
て
い
ま
し
た
。

3
．
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て　

　

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
報
道

や
横
田
基
地
へ
の
飛
来
に
つ

い
て
、
11
月
25
日
深
夜
の
基

地
内
放
送
シ
ス
テ
ム
の
誤
作

動
に
つ
い
て
、
米
軍
人
・
軍

属
等
に
よ
る
8
回
の
市
内
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。 横

田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会
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議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

定
住
化
対
策

特
別
委
員
会

定
住
化
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

　今定例会の常任委員会では、本会議
から付託した議案と、継続審査となっ
ていた陳情の審査が12月９日、10
日、11日の３日間、建設環境・市民厚
生・総務文教委員会の順で行われまし
た。
　また、議会運営委員会は、本会議の
議事日程や議案の取り扱い、議会だよ
りの編集等で６回行われました。
　それから、横田基地対策特別委員
会、定住化対策特別委員会が12月12
日に行われました。
　ここでは、各常任委員会及び各特別
委員会から報告された主な審査概要を
まとめました。

委員会の委員会の委員会の
　　審査から　

▲西多摩衛生組合の中央制御室

▲西多摩初となる建設中の病児保育室

▲昭島市との境界変更箇所を視察




